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ぬ衝突の危機が訪れる。

こうした悪循環を避けるためには、高度な外交

努力が必要だが、日本は、日中はおろか日韓関係で

すら外交的なチャンネルが途絶えている。

米国のオバマ政権が一方で中国を警戒しつつも、

最終的には中国との共存関係を求めている。集団的

自衛権の行使容認が周辺国家に「日本の軍事力増強」

「軍国主義の復活」として受け止められ、相手国を

必要以上に挑発する結果となることを米国政府は心

配している。安倍政権が標榜する「戦後レジームか

らの脱却」が、どこまで現状変更の意図を持つもの

なのか、安倍総理を「現状変更主義者（リビジョニ

スト）」と表現することもあるという。

従来、日本が対外的に与えてきた安心感の源泉は、

先の大戦の反省の上に立った日本社会の戦後経験と、

他国を攻撃することがないという法的制約にあった。

安倍政権の政策を現状変更と見なす動きが広まれば、

国際社会はこれまで日本が築き上げてきた「信頼」

を持ち得なくなるのでは、と酒井氏は危惧します。

安倍内閣は何としても集団的自衛権の名で海外派

兵をしたいと躍起になっています。そのため非現実

的想定までして容認を迫ったり、「限定的」行使な

どいう身勝手な想定で安心させようとしています。

その危うさを千葉大学教授の酒井啓子氏はこの議

論が国際社会に思わぬ誤ったメッセージを伝える可

能性があると次のような内容を警告しています。

英国安全保障研究の第一人者フリードマン氏が

「これからの１年の間この地域（東シナ海、南シナ

海海域）で偶発的な事件が起きなかったとしたらそ

れは幸運に恵まれたということだ。」と言うように、

海外識者がこの地域の「衝突リスク」の高さを懸念

しています。

緊張の原因は「中国の軍事的脅威」にあるとして

も、日本がそれに呼応して防衛力を増強したことが、

東アジアにおける緊張増大の一端を担っており、集

団的自衛権の行使容認に向けた動きを強める安倍政

権に対し国際社会は強い懸念を示している。これを

「単なる『誤解』や『認識不足』として軽視する」

ことはできない。幾多の戦争の背景にはこうした

「誤認」があった。相手国の意図を正確に把握でき

ないことが相手の軍事力への過度な恐怖心につなが

り、自衛のためと称してさらなる軍事力の強化に走

る。その結果として、当事者国同士の間には意図せ

集団的自衛権で危機招く

署名100万目指し進行中
神奈川県座間市の主婦鷹巣直美

さん（37）が2013年5月始めた日

本国憲法にノーベル平和賞を！と

いう提案。5日間で1500人の署名

が集まった。憲法は受賞できない

というので「９条を保持し、７０

年近く戦争をしなかった日本国民の受賞に意味があ

る。みんなが候補として平和を考えるきっかけにな

れば」と考え受賞者を「日本国民」にしたという。

賛同する人たちで実行委員会が生まれた。ノルウェー

のノーベル委員会に受理され、ノーベル平和賞候補

となった。これを後押ししようと署名活動が取り組

まれている。ただいま26.8万人。実行委員会では100

万人の署名を送って、2014年度の受賞を目指す。

事務局の岡田えり子さん（53）は「受賞者は個人

か団体となっているが、受賞者を日本国民としたこ

とを委員会は受け入れてくれた。これで日本国民一

人一人が受賞候補者になった」と話したという。

署名用紙はネットでダウンロードできます。

みんながノーベル平和賞受賞者というのは素晴らし

いです。九条守れの国際世論にもなるでしょう。

この署名に自民党議員２人が名を連ねていたことが明らかになり、

両氏は「勘違い」などを理由に署名の撤回を申し出たという。

なぜかだんまりの政府とマスコミ

シリアで日本人の男性湯川遥菜氏が過激派に拘束

されたと見られるとの報道があったきり、その後の

動静も政府の姿勢も全く伝わってこない。軍事会社

経営とか自民党とのつながりがネットで一部に書か

れているが、政府はだんまりだ。マスコミも追及し

ようとしない。自己責任論はどこへ行ったのか。



９月９日（火）は「おおたかの森駅」

１５:３０～１６:３０です
８月は１５日にも市内を宣伝カーで訴えました。
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カンパはこちらの郵便振替口座へ
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こんな人物が安保法制懇
10年以上前、政財界の人たちのオペラ鑑賞ツアー

で通訳のアルバイトをしたHitoshi Kawashimaさん

という方が7月2日、つまり集団的自衛権行使容認

の閣議決定の翌日に、フェイスブックで衝撃的な

事実を明らかにされました。それは、ツアー中の

食事の席で、参加者のひとりが、「そろそろどこ

かで戦争でも起きてくれないことには日本経済も

立ちゆかなくなってきますなあ。さすがに日本の

国土でどんばちやられたのではたまらないから、

私はインドあたりで戦争が起きてくれれば、我が

国とLては一番有り難い展開になると思ってますよ」

と発言したということです。この人物は当時は某

大手鉄道会社の社長で現在は名誉会長、そして安

保法制懇のメンバーであるということですので，

葛西敬之その人に間違いありません。Kawashima

さんは「個人的に、その方のことをあしぎまに書

くことは気がひけたのですが、いま現在、世の中

で急速に進行している動きを目の当たりにしなが

ら、記憶の彼方にそっと封印しておくには、話の

内容があまりにひどすぎました。その会社が組合

と対立し、働く人たちにずいぶんひどいことをし

ているらしいという噂は、当時もずいぶん耳にし

ていましたから、シューベルトを歌ってくださる

時のその方のお人柄とのギャップには戸惑いを感

じていたのですが、あのインドの話を聞いた時に

はびっくりする気持ちと、『ああ、やはりそうだっ

たのか』との思いが交錯し、これが日本を代表す

る企業トップの方の感覚なのかと、しみじみとあ

きれ果ててしまったのです」と書かれています。

ちなみに政府は今春の叙勲で葛西敬之に旭日大綬

章を授与しました。つまり、かつて国鉄分割民営

化を主導し、現在は安倍晋三の優良な後援者であっ

てNHKの人事にも影響を行使しているこの人物を

「国家または公共に対して功労」があり、「顕著

な功績を挙げた方」（内閣府HPより）として認定

したことになります。とんだ茶番劇ではないでしょ

うか（G)

「とめよう戦争への道

百万人署名運動全国通信」より

１０年以上前、スタディツアーの一環で辺野古へ
行った際、今は亡き金城さんが浜辺でおっしゃったこ

とが今も忘れられない。

「これは沖縄の問題じゃない、日本の問題、あなたた

ちの問題なんですよ」。

今、その辺野古では工事が強制的に始まっている。

警察官、民間の警備会社、海上保安庁に守られて、東

京の業者が工事を行う。

その一方で、辺野古の海で漁業をしていた人は仕事

を失い、多種多様な生物が住む海は永遠にその豊かさ

を失う。

日本の海空に米軍が横行する。

強者がさらに奪っていく構図が平然と今もある。それ

はわたしも含め、自分の問題としてこなかったからだ。

自分の生活に直接的な影響が出なければ、知らないふ

りをしてしまう。

今年１月、初めてパレスチナの西岸地区へ行った。

高い壁､検問所､入植地、イスラエル兵。完全封鎖のガ

ザ地区だけでなく、ここにも日常の占領状態があった。

今、ガザは空爆にさらされ、西岸地区ではイスラエ

ル兵が人々を脅かし続けている。けれども、どこかに

見て見ぬふりがある。イスラエルの方が圧倒的に強く、

違法な占領者であっても、守られている。

「死の商人」は蔑称だそうだが、武器商売が堂々と行

われ、利益追求のためには戦争も辞さないし、環境を

破壊することも厭わないし、福祉や教育が蔑ろになっ

ても構わないのだ。

でも本当に圧倒的多数の人がそれを願っているのだ

ろうか。知らないだけ、あるいは考えることをあきら

めてしまったからではないだろうか。

今はただちに影響がなくても、その積み重ねが招く未

来はどうなのだろう。（与那城初穂）

お先真っ暗な汚染水処理と廃炉

地下水の流入を防ぐために凍土壁の建設を始めたが

凍らない。パイプを入れたら狭くなって、水の流れ

が速くなったのも一因などと聞いてびっくり。狭く

なれば水流は早くなるのは高校生も知ってる法則だ。

安倍氏は東電任せにしないといったが、何も進めて

いない。中間貯蔵場所さがしと資金提供だけだ。

東電に自殺者への初の賠償命令
、東京電力福島第１原発事故で避難生活中に自殺し

た渡辺はま子さんの遺族が東電に計約9100万円の損

害賠償を求めた訴訟で26日福島地裁で判決。「避難

生活で精神的に追い詰められたため」と自殺と事故

の因果関係を認め、東電に4900万円の賠償を命じた。


